
日時：令和３年５月２８日（金）午後３時から

場所：鳥取県庁災害対策本部室（第２庁舎３階）

出席：知事、副知事、統轄監

新型コロナウイルス感染症対策本部事務局、令和新時代創造本部、

危機管理局、総務部、福祉保健部、子育て・人財局、

教育委員会

東部地域振興事務所、中部総合事務所、西部総合事務所、日野振興センター

長井鳥取市保健所長

議題：

（１）緊急事態宣言等の延長について

（２）症例報告について

（３）その他

鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部（第８１回）

1



全国の新規陽性者発生状況
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感染警戒地域
区分 基準※ 都道府県数

感染流行厳重警戒地域（Ⅴ） 15.0人～ 21

感染流行警戒地域（Ⅳ） 10.0～15.0人 11

感染注意地域（Ⅲ） 5.0～10.0人 9

感染留意地域（Ⅱ） 2.0～5.0人 6

感染散発地域（Ⅰ） ～2.0人 0

令和3年5月27日現在

※人口10万人当たりの直近1週間の新規感染者数

東京

緊急事態宣言区域
まん延防止等重点措置区域
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病床使用率 令和3年5月19日時点

※令和3年4月15日新型コロナウイルス感染症対策分科会
「ステージ判断のための指標」

東京
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区分 基準※ 都道府県数

ステージⅣ 50％～ 20

ステージⅢ 20％～ 26

ステージⅡ以下 ～20％ 1

全国の病床使用率

※NHK調べ
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• 現時点ですべての指標がステージⅢの目安に達していない。

指標 鳥取県
5月28日 12:00現在

ステージⅢ
の指標目安

ステージⅣ
の指標目安

医療提供体
制等の負荷

① 医療の
ひっ迫具合

入院医療 確保病床の
使用率

10.0%
(32/323床)

20%以上 50%以上

入院率
（入院者/療養者）

97.0％
（32/33人）

40％以下 25％以下

重症者用
病床

確保病床の
使用率

0.0%
(0/47床)

20%以上 50%以上

② 療養者数(対人口10万人) 
※県人口55.6万人で計算

5.9人
(実数33人 )

20人以上 30人以上

感染状況 ③ PCR陽性率(直近1週間)
※5/20～5/26発表分

0.8%
(20/2,415)

5%以上 10%以上

④ 新規陽性者数(対人口10万人/週) 
※5/20～5/26発表分で集計

3.6人
(実数20人)

15人以上 25人以上

⑤ 感染経路不明割合(直近1週間)
※5/20～5/26発表分で集計

35.0%
(7/20人)

50%以上 50%以上

分科会提言の指標と鳥取県の状況
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緊急事態宣言・まん延防止等重点措置地域の期間延長

緊急事態宣言の期間延長
• ９都道府県が６月２０日まで延長

区域 期 間

北海道・岡山・広島（期間延長） 令和３年５月１６日から６月２０日まで（36日間）

愛知・福岡（期間延長） 令和３年５月１２日から６月２０日まで（40日間）

東京・京都・大阪・兵庫（期間延長） 令和３年４月２５日から６月２０日まで（57日間）

沖縄 令和３年５月２３日から６月２０日まで（29日間）

区域 期 間

岐阜・三重（期間延長） 令和３年５月 ９日から６月２０日まで（43日間）

埼玉・千葉・神奈川（期間延長） 令和３年４月２０日から６月２０日まで（62日間）

群馬・石川・熊本 令和３年５月１６日から６月１３日まで（29日間）

まん延防止等重点措置地域の期間延長
• ５県が６月２０日まで延長
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帰省や旅行、仕事、研修も含め、県境を越えた移動は、必要不可欠な場合を
除き、控えてください。（山陰両県、兵庫県香美町・新温泉町を除く）

家庭や職場においてもマスク、手洗い、換気、消毒など、感染予防の数段の
レベルアップをお願いします。

部活動を含めたスポーツを行う場合には、大声を出さない、原則マスク着用、
消毒など、感染防止の徹底をお願いします。

大規模イベントや催事は、県外から多数集まるものは控えたり、運営スタッフ
は県民とするなど、厳重な感染予防対策を行い、対策が困難な場合は中止や
延期を検討してください。

感染を抑えるため、保健所の調査にご協力をお願いします。

（マスクをつけての日常生活に必要な活動や地域内観光は差し支えありません。）

新型コロナ警戒事態宣言

N501Y変異株が猛威を奮う中、感染力が強いインド株が近県で確認されています。

あなたの命、地域を守るために、感染予防の協力をお願いします。

R３．６．２０
まで延長
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新型コロナウイルス感染症に関する基本的対処方針

コロナ対策の柱として、人流抑制に並ぶ柱として「検査」を位置づけ

政府が積極的な検査戦略へ

○陽性者発見時には幅広い接触者に対して、迅速かつ機動的に行政検査でPCR検査等

○最大約800万回程度分の抗原簡易キットを高齢者施設、医療機関等に速やかに配布

最大約80万回程度分を医療機関との連携体制の確立を図りつつ大学、専門学校、高
校、特別支援学校等に配布

○職場において、健康観察アプリの活用や軽症状者に抗原簡易キット等を活用した速や
かな検査の促進

○通所系の介護事業所を対象に加えた上で、高齢者施設等の集中的検査の推進

○検査体制整備計画の見直し、設備増強・民間検査機関との協力等による検査能力の向
上

○（緊急事態措置・まん延防止措置地域を対象）
不要不急の帰省や旅行などの都道府県間の移動は極力控えるよう促し、どうしても避
けられない場合は感染防止策の徹底とともに、出発前又は到着地での検査の勧奨等

「早期検査」「早期入院」「早期治療」の鳥取方式のうち、

「早期検査」を初めて政府が採用
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鳥取県独自のインド株対策緊急プロジェクト

○衛生環境研究所の実施する全ゲノム解析を開始

○変異株スクリーニング検査の外部委託を準備中

外国人の皆様への感染予防呼びかけ

〇県のホームページに多言語版の感染予防情報を掲載（6言語→23言語）

〇技能実習生等の在留外国人の皆様へ感染対策を周知（5/28チラシ配布）

解析・分析

大阪・兵庫・広島など近県においても感染力が強い「インド株」による
感染が確認されています。
県として初期段階での感染の抑え込みに取り組みます。

○中国地方知事会議（５/２６）、関西広域連合（5/27）において、各地域の
発生状況、解析・分析結果を速やかに情報共有し、協力してインド株を封
じ込めていく方針を決定

封じ込めへの協力
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県境を越えた移動に関するお願い

◆山陰両県、兵庫県のうち香美町及び新温泉町(因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏)

⇒ 感染予防対策を十分取った上での往来については、差し支えありません。

緊急事態宣言地域・まん延防止等重点措置地域から本県に来られる場合
〇兵庫県香美町・新温泉町を除き、来県前に検査受診をお願いします。また、検査結果が判明するまでは行動
を控えてください。

やむを得ず、県外に往かれた場合
〇県外の方と一緒になるときは、必ずマスクを着用してください。
〇会食など飛沫感染の機会をさけてください。

やむを得ず会食される際は、次のことに気をつけてください。
・食事は短時間で、大皿は控えて個食で、大声を出さず、会話の時は短時間でもマスクを着用。
・同居家族などいつも近くにいる人のみで少人数で。
・換気が良く、座席間の距離も十分で適切なアクリル板が設置され、混雑していない安心な店を選択。

〇繁華街や人混みをさけるなど、密閉、密集、密接のそれぞれを回避し、感染予防を一層徹底しましょう。

県外から本県に来県、帰県された場合
〇家庭内で感染予防が難しい場合は、宿泊施設の利用も検討してください。
〇本県内で２週間は会食など飛沫が飛んで感染のおそれが高い行動は控えてください。
〇倦怠感やのどの違和感、発熱、味覚・嗅覚など少しでも違和感を自覚した場合には出歩かず、

まず「受診相談センター」や 「接触者等相談センター」にご相談ください。

【受診相談センター】 受付時間：9:00～17:15 ０１２０－５６７－４９２(コロナ・至急に) 聴覚に障がいがある方はFAX 0857-50-1033
上記以外：[東部] TEL0857-22-8111   [中部] TEL0858-23-3135 [西部] TEL0859-31-0029

【接触者等相談センター】 [東部] TEL0857-22-5625    [中部] TEL0858-23-3135 [西部] TEL0859-31-0029

帰省や旅行、仕事、建設工事、研修も含め、県境を越えた移動は、
必要不可欠な場合を除き、行わないでください。
(山陰両県、兵庫県香美町・新温泉町との往来は除く)
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● 更衣室や控室など狭い空間で一息ついた時に感染● 更衣室や控室など狭い空間で一息ついた時に感染

●症状があっても出勤し職場内で感染拡大●症状があっても出勤し職場内で感染拡大

●感染拡大地域との往来（仕事や帰省）による感染●感染拡大地域との往来（仕事や帰省）による感染

＜特徴的な感染経路＞

●職場等で感染し家庭内で感染拡大●職場等で感染し家庭内で感染拡大
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変異株など、とても感染しやすいウイルスの場合、
今までの予防対策で感染する場合があります。
マスク着用に加え、十分な距離をとること、
こまめな換気など、感染予防対策の徹底をお願い
します。

マスク着用に加え感染予防対策の徹底を

１１



教育委員会
学校教育活動等への対応について

■感染防止対策の徹底
○教職員及び生徒に対して、引き続き、感染防止に向けたより一層の意識の高揚を
図るとともに、県立学校版ガイドライン（R3.5.21改訂）を踏まえた感染防止対策を
徹底する

（主な改訂の内容）
基本的な感染対策の徹底（マスク着用、手洗い、咳エチケット、換気 等）
密閉、密集、密接を、それぞれ徹底的に回避
校内掲示等により感染防止対策を注意喚起
グループワーク、音楽の合唱等感染リスクの高い教科活動は、地域の感染レベルに応じ
た実施内容を検討
下校時やイベント等参加時の感染防止対策の徹底について、生徒等に繰り返し指導

■学校行事等の対応
○密閉・密集・密接を回避し、感染防止対策を徹底の上で実施する
（※徹底できない場合は中止又は延期）

■人権への配慮
○正しい情報に基づき冷静な判断や行動をとるとともに、人権に配慮した対応を取る
よう生徒、保護者等へ周知し、感染者や医療従事者等に対する偏見や差別の防止
を図る

◎市町村教育委員会に対しても、より一層感染防止対策を徹底するよう依頼
◎県内私立中・高等学校に対しても、上記に準じた対応を依頼 １2



教育委員会
部活動等への対応について

■専門家チームの調査結果等を踏まえた部活動の対応
○専門家チームによる調査結果や専門家の意見を踏まえて部活動ガイドラインを改正し、

その周知・徹底を図り、再びクラスターが発生しないための意識醸成・体制構築

○学校管理職、県教育委員会事務局職員が、感染防止対策を踏まえた活動状況を段階的に

チェックしながら適正と判断された部活動から順次活動再開
＜部活動ガイドラインの主な改正点＞
☑活動中は原則マスクを着用 ☑活動中も手洗いや手指消毒を徹底
☑外部からの指導者等に対して感染防止対策を徹底（健康観察、マスク着用等）
☑活動場所に感染防止の注意点を掲示 ☑活動後は速やかに帰宅

◎県内私立中・高等学校においても、上記に準じて対応を行った上で活動を再開

■緊急事態宣言等の延長を踏まえた対応 【期間：6月1日（火）～6月20日（日）】

＜練習試合等の対応＞
○県内校同士又は島根県の学校との練習試合等については、感染防止対策を十分に
徹底した上で、実施を認める

※ただし、県外（島根県を除く）への遠征や県外校との練習試合等は、引き続き禁止
＜公式大会の対応＞
○開催県の感染状況等を勘案し慎重に判断することとし、参加する場合は感染防止
対策を十分徹底

◎県内私立中・高等学校に対しても、上記に準じた対応を依頼 １3



教育委員会
催事・イベント、工事について

催事やイベントの開催に当たっては、厳重な感染防止対策の徹底を
行い、対策が困難な場合は中止・延期していただくようお願いします。
また、工事等に当たっては、県外との往来を避けるようお願いします。

催事・イベント開催にあたっては以下を遵守すること

「県版ガイドライン」等を遵守した厳重な感染防止対策の徹底

（主な感染予防対策）

発熱等の症状がある者の参加自粛、来場者の連絡先の把握、密閉・密集・密接の回避、手洗・手
指消毒等の徹底、マスク常時着用、大声禁止、換気の徹底、客席のフィジカルディスタンス確保、
物販スペースの感染対策の徹底 等

屋外であっても、飛沫飛散により感染リスクは下がりません。屋外も屋内と同等の
感染防止対策を徹底すること

施設管理者においても感染対策の徹底、及び上記の対策が講じられるよう主催者
や来場者に対して徹底すること

催事・イベントは、県外から多数集まるものは控えること。運営スタッフも県民
とするなどの工夫を

十分な感染対策が講じられない場合、中止又は延期の検討を行うこと

工事等に当たっては、県外との往来を避けるよう、県外からの建設関係者を
呼ばずに県民を活用するなどの工夫をすること（県は市町村・県内受注者団体に依

頼済）
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◆必ずしていただきたいこと

〇「親しき仲にもマスクあり！」

〇人同士の距離をなるべくとる

〇こまめな手洗い ・・・接触感染を防ぐため、外出後、食事の前、トイレの後など。

〇こまめな換気 ・・・屋内では空気の出入口を２か所設け、空気の流れを作る工夫を。

〇共有部分（ドアノブ、手すり、スイッチ）の消毒

〇タオルや歯磨き粉などの共用を避ける

〇大皿を避け、個食を徹底しましょう

◆していただきたいこと
〇適度な湿度（50～60％）を保つ 〇可能であれば、食事の時間や場所を分ける

◆やむを得ず県外から帰県・帰省されたご家族と過ごすときの感染予防

〇家庭内での感染予防が難しい場合は、宿泊施設の利用も検討しましょう

〇2週間は会食などの飛沫が飛んで感染のおそれが高い接触は避けましょう

〇高齢者や基礎疾患がある方など重症化リスクの高い方と会う時は、必ずマスクを着用する

など特に感染予防に留意しましょう

家庭内でできる感染予防～大切な人を守るために～
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職場における感染対策の徹底

仕事、建設工事、研修を含め県境を越えた移動は、原則、控え
てください。

出張等の移動を減らすためのテレビ会議の活用 など

下請けを含め感染拡大地域からの出張は控え、県内企業の活用や工期延長も含
め検討

オフィス・事業所内での、人と人との接触を減らす働き方の
工夫をお願いします。

テレワーク（在宅勤務）や時差出勤・交代勤務の促進

会議やイベント、採用試験や面接のオンライン実施

昼休みの時差取得の導入 など

職場でも基本的な感染防止対策の徹底をお願いします。
従業員の体調管理（出勤前の体調確認・発熱等の症状が見られる場合の出勤自粛など）

屋外を含め、短時間でも会話時のマスク着用

従業員同士の感染防止距離の確保やアクリル板の設置

対面の会議では、近距離・対面に座らせない工夫（イスを減らす・机に印をつけるなど）

始業時・休憩後を含め、こまめな手洗い・手指消毒

休憩室・更衣室・喫煙室等も含め定期的な換気励行

飲食を伴う懇親会や大人数や長時間に及ぶ飲食の徹底回避

社員寮等の集団生活の場での対策 など １６



県庁業務の「新型コロナ緊急体制」の延長

■庁舎内における感染対策の徹底
バックアップ体制の継
続

所属の状況に応じて、2交替制など、不急の業務の先送り等を行い執務室内の職員
を削減し、感染リスクの低減を図るとともに、バックアップ体制を確保する

鳥取型オフィスシステ
ム等のさらなる徹底

・非接触型勤務を徹底するため、県庁内においても原則として集合型の会議や打ち合
わせは行わず、リモートで対応
・コピー機・電話機等の定期消毒、手指消毒、換気の頻度のレベルアップを徹底

庁舎内へウイルスを
持ち込まない対策の
徹底

・職員の検温、健康観察員による健康チェックを徹底
・庁舎入口での来庁者の手指消毒徹底や検温の実施
・ドアノブ等の消毒の実施

■職員の県外出張等の取扱
県外出張は「とりやめ」（山陰内を除く）
• 県外からの関係者等の招へいについても、原則として出張と同様の取扱いとする
• 関係者との打合せ等については、基本的にオンライン形式で代替する
• 私的な場面においても、感染予防対策を呼びかけている県の職員の立場を自覚し、不要不急の外出や
県外への往来、県外の方との飲食は控える

「新型コロナ緊急体制」を６月２０日まで延長し、引き続き最大限の感
染対策を徹底する

■保健所応援態勢の確保
・検体搬送、リエゾン派遣、疫学調査への応援等を行うための態勢は、引き続き50名体制を確保
・各地区で陽性者が複数発生した場合など、クラスター発生の未然防止も含め、クラスター対策
特命チームが随時、保健所業務を支援 １７



県内の新型コロナウイルスワクチン接種状況

２月 ３月 ４月 ５月 6月 ７月 備考

医療従事者等向け
先行接種

（国が調整）

医療従事者等向け
優先接種

（県が調整）

コロナ患者受入病院の医療職・高齢者向け優先
接種を担当する接種医等については4月25日に
2回目の接種が完了。
それ以外の対象者も6月13日に完了予定。

高齢者向け
優先接種

（市町村が調整）

全市町村で７月末までに接種を終えられるよう
取り組んでいる。

2/22
接種開始

接種回数 うち1回目 うち2回目 備考

医療従事者等

鳥取県 38,601 23,564
(94.3%)

15,137
(60.6%)

5/21現在
県取りまとめ

全国 6,438,387 3,965,411
(82.5%)

2,472,976
(51.5%)

5/21現在
V-SYSへの報告数

高齢者

鳥取県 25,188 20,916
(11.7%)

4,272
(2.36%)

5/23現在
VRSへの報告数

全国 2,339,839 2,166,240
(6.02%)

173,599
(0.482%)

5/23現在
VRSへの報告数

○接種のスケジュール

○接種回数と接種率

3/8
接種開始

3/29
接種完了

6/13
接種完了予定

4/15
接種開始 7月末

接種完了予定
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県営臨時ワクチン接種会場の設営

会 場
東部：鳥取県立中央病院 多目的ホール
西部：鳥取県西部総合事務所 講堂

日 程

接 種 人 数 １会場あたり200人程度/日 ⇒ 運用状況を見て拡大検討

対 象 者 鳥取市・米子市在住の65歳以上の高齢者

ワ ク チ ン 武田/モデルナ社製ワクチン

予 約 方 法 鳥取市、米子市に申し込み(鳥取市:5/24～、米子市:6/1～)

従 事 者

東部
6月２０日（日）、６月２６日（土）、6月27日（日）、７月 3日（土）
7月18日（日）、7月24日（土）、7月25日（日）、7月31日（土）

西部
6月19日（土）、６月２６日（土）、6月27日（日）、７月 3日（土）
7月17日（土）、7月24日（土）、7月25日（日）、7月31日（土）

東部 中央病院医師・看護師、歯科医師、薬剤師、県看護学校教員及び在宅保健師等

西部 鳥大病院医師・看護師、歯科医師、薬剤師、鳥大保健学科教員及び在宅保健師等

接種を行う歯科医師のために、実技研修を実施。

※東部会場は5月27日午後5時15分時点で枠に対し約4割が予約済
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陽性確認日 事 例 管轄保健所 年代 性別 居住地 職業等 既陽性者との接触有無

5月14日
県内424 例目

（鳥取市保健所管内198 例目） 鳥取市 60代 男性 鳥取市 非公表

5月14日
県内425 例目

（鳥取市保健所管内199 例目）
鳥取市 非公表 非公表 非公表 学生

5月14日
県内426 例目

（鳥取市保健所管内200 例目） 鳥取市 非公表 非公表 非公表 会社員

5月14日
県内427 例目

（鳥取市保健所管内201 例目）
鳥取市 10代 男性 非公表 学生

5月14日 県内428 例目 倉吉 40代 非公表 非公表 会社員

5月14日 県内429 例目 倉吉 50代 男性 非公表 非公表

5月15日
県内430 例目

（鳥取市保健所管内202 例目）
鳥取市 非公表 非公表 非公表 非公表

5月15日
県内431 例目

（鳥取市保健所管内203 例目）
鳥取市 非公表 非公表 非公表 非公表

5月15日
県内432 例目

（鳥取市保健所管内204 例目）
鳥取市 70代 男性 鳥取市 会社役員

5月15日
県内433 例目

（鳥取市保健所管内205 例目）
鳥取市 70代 男性 鳥取市 会社役員

5月15日
県内434 例目

（鳥取市保健所管内206 例目）
鳥取市 非公表 非公表 非公表 非公表

5月16日
県内435 例目

（鳥取市保健所管内207例目）
鳥取市 40代 男性 非公表 会社員

5月16日
県内436 例目

（鳥取市保健所管内208例目） 鳥取市 40代 男性 鳥取市 会社員

5月17日
県内437例目

（鳥取市保健所管内209例目）
鳥取市 40代 女性 鳥取市 会社員

新型コロナウイルス感染症陽性者の概要
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新型コロナウイルス感染症陽性者の概要

陽性確認日 事 例 管轄保健所 年代 性別 居住地 職業等 既陽性者との接触有無

5月17日
県内438例目

（鳥取市保健所管内210例目）
鳥取市 50代 男性 鳥取市 非公表

5月17日
県内439例目

（鳥取市保健所管内211例目） 鳥取市 非公表 非公表 非公表 非公表

5月17日 県内440例目 米子 70代 非公表 米子市 無職

5月18日 県内441例目 倉吉 非公表 非公表 非公表 非公表

5月18日 県内442例目 米子 非公表 非公表 非公表 非公表

5月20日 県内443例目 米子 非公表 非公表 米子市 会社員

5月20日 県内444例目 米子 非公表 非公表 非公表 非公表

5月21日
県内445例目

（鳥取市保健所管内212例目）
鳥取市 非公表 非公表 東部地区 無職

5月21日
県内446例目

（鳥取市保健所管内213例目） 鳥取市 非公表 非公表 東部地区 非公表

5月21日 県内447例目 米子 60代 男性 米子市 公務員

5月21日
県内448例目

（鳥取市保健所管内214例目）
鳥取市 60代 男性 鳥取市 非公表

5月22日
県内449例目

（鳥取市保健所管内215例目）
鳥取市 非公表 非公表 非公表 自営業

5月22日
県内450例目

（鳥取市保健所管内216例目）
鳥取市 非公表 非公表 非公表 非公表
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新型コロナウイルス感染症陽性者の概要

陽性確認日 事 例 管轄保健所 年代 性別 居住地 職業等 既陽性者との接触有無

5月22日
県内451例目

（鳥取市保健所管内217例目）
鳥取市 非公表 非公表 非公表 非公表

5月22日
県内452例目

（鳥取市保健所管内218例目） 鳥取市 非公表 男性 鳥取市 非公表

5月22日 県内453例目 米子 非公表 男性 県外 会社員

5月23日
県内454例目

（鳥取市保健所管内219例目） 鳥取市 非公表 女性 鳥取市 非公表

5月23日
県内455例目

（鳥取市保健所管内220例目）
鳥取市 非公表 非公表 非公表 非公表

5月24日
県内456例目

（鳥取市保健所管内221例目） 鳥取市 50代 男性 東部地区 会社員

5月24日
県内457例目

（鳥取市保健所管内222例目）
鳥取市 20代 女性 東部地区 会社員

5月24日
県内458例目

（鳥取市保健所管内223例目） 鳥取市 60代 男性 鳥取市 非公表

5月24日 県内459例目 米子 50代 女性 米子市 無職

5月25日
県内460例目

（鳥取市保健所管内224例目） 鳥取市 70代 女性 東部地区 非公表

5月25日
県内461例目

（鳥取市保健所管内225例目）
鳥取市 60代 女性 鳥取市 非公表

5月25日 県内462例目 米子 60代 男性 米子市 公務員

5月27日
県内463例目

（鳥取市保健所管内226例目）
鳥取市 70代 女性 非公表 パート
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「新型コロナ感染増大警戒情報」

厳重警戒レベル 東部地区

警戒レベル 米子市

県内でも感染力が高い変異株が猛威を
振るっています。

注意レベルを一段とあげましょう。
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鳥取県版新型コロナ警報（５月２８日現在）

発令区分 備考

警報 5/13～

鳥取市 警報 3/31～

注意報 3/30～

米子市 警報 4/ 9～

地域

東部地区

西部地区
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